
03 市政だより　2007.8 20市政だより　2007.8

今
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
�
山

の
暮
ら
し
再
生
機
構
の
設
立
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
七
月
二
日
、
東
洋

大
学
・
井
上
円
了
ホ
ー
ル
（
東
京

都
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

国
・
県
の
関
係
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
生
な
ど
約

六
百
人
が
参
加
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
・
柳
田
邦
男
さ
ん
が
基

調
講
演
で
、「
ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
再
発
見
し
、
再
認
識
し
て
そ
の

価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
重
要
」

と
提
言
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
山
里
の
暮
ら
し
の
創

生
に
向
け
て
〜
人
の
未
来
の
幸
せ

を
”山
里
の
暮
ら
し
“
か
ら
考
え

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
三
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

□問
&
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
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�
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

住
む
人
、旅
の
人
、助
っ
人
の
人
。

山
の
ち
か
ら
と
人
の
元
気
で

▲震災からの創造的復興と中山間地の新たな魅力の発信に向けた
財団の設立記念フォーラム

大桃美代子さん
タレント、魚沼市出身。平成17年に「魚沼特
使」に任命され復興活動に携わる。

プロの目で気付くことが
あるんです。自分のふるさとって、案外分
からないことが多くて。〝よそ者″のしか
もプロの目で見てもらうことも大切です。

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

中越市民防災安全大学が７月７日、開校しました。
受講生は、災害を想定した図上訓練や救命講習など
11月までに28講座を受け、防災に関する知識や技術
を学びます。
２期目となる今年は、中越地域に住む20歳から72

歳まで46人が入学。特別講座で長岡市長が、「災害時
には、冷静かつ臨機応変に対応できるかがカギ。今

までのノウハウを学ぶことで、
現場での応用力につなげてほ
しい」と話しました。
川崎５丁目自主防災会会長
で受講生最高齢の高橋治一

はる い ち

さ
んは「いざというときに、住
民が一つになって動けるよう
に防災知識を学びたい」と抱
負を語っていました。

竹沢団地り災者公営住宅が、木材利用推進中央協
議会の会長特別賞に選ばれました。
同協議会は、木材利用の促進を図るため平成５年

から、農林水産省の後援を受けて先進的な建築物を
表彰。今年は全国から推薦のあった65件の中から、
今回初めて設けられた特別賞に同住宅が選ばれまし
た。
震災復興への希望を託すり

災者公営住宅。山古志の木造
住宅デザインや工法を生かし
つつ、吹き抜けと採光窓で３
ｍの積雪に覆われても太陽の
光を確保できるようにするな
ど、環境や高齢者の生活、将
来の用途へ配慮した点が評価
されました。

地域の防災リーダーを育成！
第2期中越市民防災安全大学が開校

▲山古志の原風景に調和
した外観で、屋根は落雪
式、玄関には雪を防ぐ雁

がん

木
ぎ

が備えられています

▲地域の防災リーダーを
目指し真剣な表情の受講
生

竹沢団地り災者公営住宅（山古志）が
全国特別賞受賞

三井
み い

所
しょ

清典
きよのり

さん
建築家。山古志地域の復興住宅の設計に携わる。

生活の延長上にある住宅を
作る必要があるんです。地域の大工や左官
屋など生業

な り わ い

の生態系を守ることが、地域の
維持につながります。

長岡市長

交流の場をつくりたい
地域外から応援に来てくれる人との交流で
生まれる、新しいアイデアや人間関係を円
滑にするための支援をしていきます。
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長岡商業高校２年生の北村千
ち

聖
さと

さんが、チェコ共和国
で７月11日から15日まで開催された第５回世界ユース陸上
競技選手権大会（女子400ｍ、スウェーデンリレー）に出場。
スウェーデンリレーで７位に入賞しました。長岡市から
同大会への出場は、北村さんが初めてです。
また、渡辺なつみさん（長岡高校出身・福島大１年）
が、８月25日から大阪市で開かれる第11回世界陸上競技
選手権大阪大会（女子４×400ｍリレー）への出場が決ま
りました。渡辺さんは昨年、のじぎく兵庫国体の少年女
子Ａ400ｍに出場し優勝。大会での活躍が期待されます。

海水浴シーズンを前に与板消防署が６月29日、
寺泊中央海水浴場で水難救助訓練を実施しま
した。
訓練は、手こぎボートが転覆し乗員がおぼれ

たという想定。潜水士の資格を持つ水難救助指
定員が、おぼれた人に救命浮輪を着けて浜辺ま
で搬送したり、行方不明者を潜水して救助した
り。本番さながらの訓練が行われました。
合併で16キロメートルもの海岸線を持つこと

になった長
岡市。新潟
海上保安部
の潜水士と
の合同訓練
や定例的な
潜水訓練を
重ね、水難
事故に備え
ます。

陸上競技で2人が世界大会へ寺泊地域で水難救助訓練を実施

▲渡辺なつみさん
（長岡高校出身・福島大１年）

▲北村千聖さん
（長岡商業高校２年）

中
心
市
街
地
に
移
転
す
る
市
役

所
は
、
現
在
の
市
役
所
よ
り
も
っ

と
分
か
り
や
す
い
窓
口
の
配
置
や
、

複
数
の
手
続
き
が
速
や
か
に
済
む

よ
う
な
改
善
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

５
月
に
発
足
し
た
「
新
し
い
市

役
所
検
討
市
民
委
員
会
」
で
は
、

新
し
い
時
代
の
市
役
所
の
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
焦
点
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
を
高
め

る
た
め
、
市
役
所
を
ま
ち
な
か
に

分
散
し
て
配
置
す
る
か
、
厚
生
会

館
地
区
に
一
括
し
て
配
置
す
る
か
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
、
市
民

が
迷
わ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が

で
き
る
か
、
た
ら
い
回
し
が
生
じ

な
い
か
な
ど
、
市
民
の
利
便

性
の
観
点
か
ら
議
論
を
深
め

て
い
ま
す
。

七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た

第
三
回
委
員
会
で
は
、「
Ｉ
Ｔ

技
術
の
進
歩
し
た
今
、
内
部

管
理
な
ど
の
業
務
は
、
分
け

て
配
置
し
て
も
市
民
サ
ー
ビ

ス
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
」

「
複
数
の
手
続
き
を
一
つ
の

窓
口
で
一
括
し
て
行
う
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

を
」
な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
垣
根
の
な
い
市
役
所

の
実
現
に
は
、
職
員
の
意
識
改
革

が
重
要
」「
市
議
会
の
議
場
は
市

民
の
入
り
や
す
い
位
置
に
」
と
い

っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
移
転
に
際
し
て
大
事
な

こ
と
は
、「
今
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」。「
複
数

の
窓
口
に
ま
た
が
る
手
続
き
の
と

き
に
は
、
職
員
の
方
か
ら
出
向
い

て
対
応
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、

庁
舎
の
ハ
ー
ド
面
か
ら
業
務
運
用

の
ソ
フ
ト
面
ま
で
、
も
っ
と
親
切

で
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
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政
管
理
課
†
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も
っ
と
親
切
に
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

た
ら
い
回
し
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
て

市
役
所
の
あ
り
方

市
民
委
で
検
討
進
む

市
民
満
足
度
を
高
め
る

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
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